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１月８日（日）

 令和 5 年二十歳のつどい

が開かれました。

二十歳を迎えられた皆さん おめでとうございます

１月８日（日）

 令和 5 年二十歳のつどい

が開かれました。
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 イルミネーション特集
 イルミネーション特集

１月８日（日）に令和５年

二十歳のつどいが開催され

ました。

山口市青少年健全育成

市民会議徳地支部の呼び

かけにより、山口市民会館

での式典前に徳地地域交流

センターに集まった新成人

１２名が、晴れやかな衣装

に身を包み、記念写真の撮

影を行いました。

希望に溢れた笑顔がとても

印象的な一枚です。みなさん

のこれからのご活躍を期待

しています。

（徳地地域交流センター）

9 月に開催された、徳地地域協育ネット合同研修会での話し合いをもとに、この度
スローガンを決定しました。「どんな徳地になってほしいか」について話し合った結果、
その中からキーワードとして「交流」「協力」「住みやすい」を選びました。さらに、
これらのキーワードをもとに中学生がまとめ、
このスローガンに決定しました。
今後は、このスローガンの実現を目指して

「笑顔あふれる徳地っ子」がこの徳地を地域の
皆様と一緒に盛り上げていくことと思います。
さらなるご支援・ご協力をよろしくお願いいた
します。

小学生へ動画でスローガンの決定を
伝える徳地中生徒

徳地地域協育ネʛト!ʑ˅Ĝʄˋड़ฤĊ

 イルミネーション特集 イルミネーション特集

中央小学校

徳地地域

複合型拠
点施設

八坂小
学校

ロハス島地
温泉

中央小学校

徳地地域

複合型拠
点施設

八坂小
学校

ロハス島地
温泉
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■「
聞
き
書
き
甲
子
園
」
と
は

高
校
生
が
森
・
川
・
海
で
活
躍

す
る
名
人
と
一
対
一
で
向
き
合
い
、

名
人
の
持
つ
知
恵
や
技
術
、
想
い
・

心
を
「
聞
き
」、
会
話
の
一
言
一
句

を
「
書
き
」、
そ
の
語
り
口
調
を
活

か
し
作
品
に
ま
と
め
、
未
来
に
語

り
継
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
こ

の
体
験
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
そ

の
後
の
進
路
を
決
め
た
り
、
地
域

の
伝
統
技
術
を
引
き
継
い
だ
り
、

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
卒
業
生

も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
徳
地
７
名
人
と
高
校
生

私
は
こ
の
活
動
を
あ
る
雑
誌
で

知
り
、
徳
地
を
全
国
に
知
っ
て
い

た
だ
く
に
は
良
い
機
会
と
考
え
、

7
名
の
方
を
名
人
と
し
て
推
薦
し

ま
し
た
。
全
国
で
14
地
域
96
名
の

名
人
が
決
定
し
、
徳
地
の
名
人
7

名
全
員
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
一

方
、
高
校
生
も
全
国
各
地
か
ら
名

人
と
同
じ
数
の
96
名
が
選
ば
れ
、

夏
休
み
に
合
同
で
取
材
の
研
修
・

教
育
（
質
問
の
仕
方
や
書
き
方
）

を
受
け
ま
し
た
。

夏
休
み
明
け
の
9
月
10
日
か
ら

取
材
が
始
ま
り
、
先
に
示
す
よ
う

に
各
県
か
ら
選
ば
れ
た
高
校
生
が

そ
れ
ぞ
れ
の
名
人
の
も
と
を
訪
れ

名
人
と
真
剣
に
向
き
合
い
ま
し
た
。

■
熱
き
戦
い

「
将
来
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
、
地
域
の
期
待
や
伝
統
を
受

け
継
ぎ
、
自
分
の
仕
事
に
よ
っ
て

生
産
物
や
地
域
の
価
値
を
高
め
て

い
き
た
い
」「
他
の
人
に
は
で
き
な

い
技
術
を
持
っ
て
い
て
も
な
お“
当

た
り
前
”と
飾
ら
な
い
名
人
の
生
き

様
は
と
て
も
素
敵
」「
自
然
を
守
り

続
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
伝
統
的

な
産
業
を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
も

つ
な
が
る
」
自
ら
応
募
し
選
ば
れ

た
高
校
生
だ
け
あ
っ
て
、
ま
と
め

ら
れ
た
作
品
は
ど
れ
も
素
晴
ら
し

い
も
の
で
し
た
。

２
月
に
厳
し
い
選
考
が
行
わ
れ
、

優
秀
作
品
に
は
農
林
水
産
大
臣
賞
、

文
部
科
学
大
臣
賞
、
環
境
大
臣
賞

が
授
与
さ
れ
ま
す
。
熱
い
甲
子
園

の
戦
い
が
今
、
続
い
て
い
ま
す
。

（
投
稿
：
集
落
支
援
員　

市
原　

茂
）

徳地7名人の技を

未来に語りつぐ

◆
元
治
元
年
（
1
8
6
4
）
10
月

８
月
、
下
関
戦
争
で
外
国
艦
隊
の
攻
撃
に
ひ
と
た
ま
り
も
な
く
負

け
た
長
州
藩
。
山
県
有
朋
率
い
る
奇
兵
隊
・

よ
う
ち
ょ
う

膺
懲
隊
は
、
藩
の
解

散
命
令
を
蹴
っ
て
徳
地
の
八
ヶ
寺
に
転
陣
し
、
必
死
の
訓
練
を
し

た
ん
じ
ゃ
と
。
ち
ょ
う
ど
東
京
五
輪
の
1
0
0
年
前
じ
ゃ
。

◆
慶
応
元
年
（
1
8
6
5
） 

1
月

奇
兵
隊
を
受
け
入
れ
た
徳
地
の
民
衆
。
美
祢
は
大
田
・
絵
堂
の
戦

い
の
さ
な
か
、
諸
隊
が
徳
地
勘
場
を

お
そ襲
っ
て
俗
論
派
の
代
官
、
桂

与
一
衛
門
を
追
い
出
し
た
の
に
ゃ
ぁ
、
た
ま
げ
た
ろ
う
の
ぉ
〜
。

伏
野
の
勘
場
跡
が
そ
の
現
場
い
ぃ
の
ぉ
〜
。

◆
慶
応
二
年
（
1
8
6
6
） 

6
月

１
月
に
京
都
の
薩
摩
藩
邸
で
薩
長
同
盟
が
結
ば
れ
た
年
、
５
月
に

徳
地
で
は
子
供
か
ら
老
人
ま
で
が
志
願
し
て
徳
地
半
大
隊
（
郷
土

防
衛
隊
）
を
結
成
し
た
ん
じ
ゃ
か
ら
、た
い
し
た
も
ん
じ
ゃ
の
ぉ
〜
。

15
万
の
幕
府
軍
に
よ
る
第
二
次
長
州
征
伐
戦
に
立
ち
向
こ
う
た

3
千
の
人
々
。
四
境
戦
争
じ
ゃ
あ
〜
。
よ
〜 

け
ち

 

蹴
散
ら
し
た
も
ん
じ
ゃ

の
ぉ
〜
。

あ
れ
か
ら
1
5
0
年
あ
ま
り
、

い
ま
、「
倒
幕
」
か
「
長
州
征
伐
」

か
、
ゲ
ー
ム
で
幕
末
維
新
の

歴
史
を
学
ぶ
人
た
ち
が
い
る

ん
じ
ゃ
け
〜
、
徳
地
ち
ゅ
う

と
こ
は
お
も
し
れ
〜
と
こ
い

の
ぉ
〜
。

（
執
筆：

池
田
特
派
員
）

（
参
考
資
料：

ふ
る
さ
と
再
発
見

〜
幕
末
維
新
と
徳
地
〜：

山
田
文
雄
著
）

徳地の地から
国を守った・・

徳地勘場裏の射撃訓練場で奇兵隊になりきる

徳地7名人と
取材をした高校生
徳地7名人と

取材をした高校生
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地域情報コーナー 地域情報募集！

「南大門」内にある地域情報コー
ナーに掲示する地域情報を募集し
ています。
徳地地域のおすすめスポット、まだあま
り知られていない穴場情報、地域のイベ
ントや活動など、地域ならではの耳寄り
な情報をお寄せください。

問合せ先 

徳地総合支所　農林課 
☎５２-１１１５

徳地特産品販売所「南大門」
☎５２-１７７２

徳地地区民生委員・
児童委員を紹介します

　３年に１度の民生委員・児童委員の一斉改選が行われ、新たな委員
が決まりましたのでお知らせします。民生委員・児童委員は行政機関
をはじめ、社会福祉協議会など関係機関と協力・連携し、地域の皆様
の「身近な相談役」として活動します。任期は令和 7 年 11 月 30 日
までです。

※印の地区は下記までお問い合わせください。
問合せ先　徳地総合支所　総合サービス課　☎５２－１１２１

　健康長寿の方の健康づくりに向けた自主的な取り組みをたたえ、
徳地地域から１２名の方が表彰されましたのでご紹介します。
　これからも、ますますのご活躍をお祈り申し上げます。

　令和4年11月9日、山口市民会館にて令和4年度山口市表彰式が
行われました。
　市政の発展、公益の増進に努められました徳地地域の受賞者を紹介
します。

【自治功労者】

 田中　勇　さん 
（徳地町および山口市議会議員 19 年）

【社会事業功労者】 

牛見　昭雄　さん
 （山口市老人クラブ連合会徳地支部支部長 14 年）

※紙面の都合により、1月号、2月号に分けての掲載となりました。
ご了承ください。

◆ 市川　環 さん

◆ 河合　幸子 さん

◆ 河村　春代 さん

◆ 蔵田　タカコ さん

◆ 永松　昭子 さん

◆ 林　悟郎 さん

◆ 藤田　壽美 さん

◆ 松田　公子 さん

◆ 宮田　普代 さん

◆ 村田　多喜子 さん

◆ 横田　ハツ子 さん

◆ 吉松　澄子 さん

氏　　名
山下　　資
松原　和之
山根　久夫
玉野　博明
河村　和子
藤村　佳枝

林　　典子

河村　るみ子
上田　芳樹
土井　計助
岩倉　宏昌
和泉　聡志
秋山　芳博
（未定）
藤田　美佳
栢　由美子
山下　いつ子
田中　郁子
田村　　亀
高橋　茂幸
（未定）
田戸　恵美子
山本　憲治
岡本　　茂
鈴森　正夫
板垣　とみ子
藤本　義明
村田　静枝
（未定）
伊藤　高正
倉岡　　章
齊藤　光男
戸田岸　巖
伊藤　芳正
坂本　博美
藤井　初代

電話番号
52-1755
52-1518
52-1525
52-0040
52-0628
52-1082

52-1761

※
※

54-1134
54-1040
54-0517
54-1518

54-1033
54-0319
54-0737
54-1538
※

56-0531

56-1315
58-0134
56-1325
56-1037
56-0680
56-0665
56-0927

58-0239
58-0007
58-0331
58-0016
58-0052
※

54-0425

担　　当　　地　　域
茂知木、御所野、深谷

才契、上市、市、片山

才谷、関

伏野上、伏野下、中村、須路上、須路下

旭、堀、本町、西川

上佐、上佐団地、上庄方、下庄方

志手原、沖の原東、沖の原西、古森、船津上、
船津中、船津下、伊賀地団地
漆尾、二宮、開作、新田上、新田下

西大津、徳行、土井、樋ノ口、麻生、野尻

上村、西畑、蔵場

西村、大町、島地団地、浄賢

上市、中市

下市、中村、仕出ノ木、石曽根

上藤木、中藤木、下藤木

矢井、下津屋、小河内、立石

大久保、中畑、下畑、大野、臼谷、浅木

上角一区、上角二区、鯖、安養地一区、安養地二区

上串一区、上串二区、下串一区、下串二区

遠内一区、遠内二区

下八坂上、下八坂中、下八坂下

三谷川、野々井、三谷川団地

奈良原、神原、巣垣、国木

梶畑、桃木、羽高、奥谷、木地屋

中央下、上八坂

船路東、中央上、中央中

屋敷、間方、御馬

上河内、下庄

中村上、中村中、中村下、刈干、川口上、川口下

瀬戸原、夏焼上、夏焼中、夏焼下、戸祢

川上、猿岡、中野

刀迫、大内谷

高巣、小対、柚木、大土路

横山、笹ヶ滝、滑、祖父、出合

上野谷、中村、北谷、下野谷

主任児童委員

主任児童委員

おめでとうございます

令和４年度 やまぐち元気いきいき大賞表彰

令和４年度 山口市表彰
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すくすくハウス予定
子育て支援センター  

☎５２－０６６２すくすくハウス予定
子育て支援センター  

☎５２－０６６２

◆◇図書館だより◇◆ ☎５２－００４３☎５２－００４３

フォト
ギャラリー
フォト
ギャラリー
フォト
ギャラリー

休日・夜間診療のご案内（防府市内）

2 月・3月の開設日
15
16
17
18
19

20
21
22
23
24

25
26
27
28
1

2
3
4
5
6

7
8
9
10
11

12
13
14

　

　
　

【夜間救急病院】( 平日、休日にかかわらず）

＊山口市内は市広報に掲載しています。どちらも利用できます。
【内科・小児科】（受付 8:30 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30）
防府市休日診療所 ( 鞠生町 )☎0835-24-4172
【歯科】（受付 8:30 ～ 11:30）
防府市休日診療所 ( 鞠生町 )☎0835-24-4172
【外科】当番医療機関 ( 診療 9:00 ～ 17:00）
2月１９日（日）
２３日（日）
２６日（日）

3月　５日（日）
１２日（日）

桑陽病院（車塚町） ☎23-1781
くらしげ整形外科ｸﾘﾆｯｸ（田島） ☎25-0076
三田尻病院（お茶屋町） ☎22-1110
寿町クリニック（寿町） ☎27-5577
緑町三祐病院（緑町） ☎22-3145

図書館
休館日

2月／１６・２０・２３・２７
3月／６・１３

　2月 16 日（木）めぐみ先生の簡単レシピ　～ひなまつり～
　 17 日（金）たんじょう会
 24 日（金）キッズ☆タッチ（親子ヨガ）
　3月   3 日（金）ひなまつり
   9 日（木）めぐみ先生の簡単レシピ　～パーティメニュー～
 10 日（金）またねの会

【新しく入った資料】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◎文学 バールの正しい使い方／青本 雪平  
◎一般書 地図でスッと頭に入る世界の三大穀物／宮路 秀作 
◎実用書 すごい自力整体／矢上 真理恵，矢上 裕  
◎ティーンズ さばの缶づめ、宇宙へいく／小坂 康之，林 公代 
◎物語・児童書 外来VS在来最強生物決定戦／實吉 達郎，合間 太郎 [他 ]
◎絵本 アグネスさんとわたし／ジュリー・フレット，横山 和江
 
【企画展示】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◎今月のテーマ ネコにまつわる etc
◎絵本 おにとせつぶん
◎一般 食事で健康に！
◎児童・ティーンズ ニャン ニャン ニャン♪ 

【お知らせ】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

3/8（水）、徳地地域交流センター 2 階、講座室 2

にて「ブックスタート」を開催します。
対象のご家庭にはお知らせのハガキを送りますので、どうぞご参加
ください。
※今回より会場が変更になりました

上記の行事につきましては、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容の変更、中止又は延期となる場
合があります。詳しくは上記各行事の問合せ先にご確認ください。

◎日　時 ４月１６日（日）　雨天決行　
  受　付 １０時から
 スタート ３㎞：１１時００分  
  ５㎞：１１時３０分
◎場　所 ふれあいパーク大原湖キャンプ場
 （徳地野谷６０５）
◎対象者 高校生を除く１８歳以上
◎部　門 ３㎞（男女）、５㎞（男女）
◎定　員 各部門１００人（先着順）
◎参加費 ２，０００円（前払い）
◎申込方法 下記の実行委員会事務局に
 お問い合わせください
＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
する場合があります。
申込先・問合せ先　
大原湖さくらロードレース大会実行委員会事務局
（徳地地域交流センター内）　☎５２－０２１７　

「第３５回大原湖さくら

ロードレース大会」

参加者募集

15

15

26

2

8

9

14

14

あいあいサークル「集まれとくぢっ子」（徳地地域交流センター）

認知症家族会（やすらぎの会）　

出雲地区ラジオ体操・ウォーキング

健康相談（徳地地域交流センター）

育児相談 歯科相談、ブックスタート併設（徳地地域交流センター）

健康相談（柚野分館）

健康相談（串分館）

憩いステーションとくぢ（徳地地域交流センター）

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）基幹型地域包括支援センター徳地分室　☎５２－０６７０

（問）出雲地域づくり協議会　 　☎５２－ ００９５

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）地域活動支援センターやまぐち　☎０８３－９８６－２８３２

水

水

日

木

水

木

火

火

串 文殊岳から

見る初日の出

（2 月 15 日～3 月 14 日）

2

3
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徳地のバス停 探訪
地域おこし協力隊が行く

バ
ス
停

>>>　写真や情報をお寄せ下さい　<<<>>>　写真や情報をお寄せ下さい　<<<

　地域の景色や行事など、あなたの
知っている徳地の素敵なところ・人・
モノの写真や情報を徳地地域づくり
協議会まで情報をお寄せください。

※人物が主題の写真は必ず承諾を得てください。
※頂いた写真等は徳地地域づくり協議会で管理し「ふる
さととくぢ」のほか「徳地地域づくり協議会 HP・FB」
でご紹介させていただきます。

　地域の景色や行事など、あなたの
知っている徳地の素敵なところ・人・
モノの写真や情報を徳地地域づくり
協議会まで情報をお寄せください。

※人物が主題の写真は必ず承諾を得てください。
※頂いた写真等は徳地地域づくり協議会で管理し「ふる
さととくぢ」のほか「徳地地域づくり協議会 HP・FB」
でご紹介させていただきます。

佐波川の河口まで運ばれた木材は、瀬戸内海を大阪まで
向かい、そこからは陸路で奈良まで運ばれました。重源は
その間に、別所と呼ばれる木材輸送の中継拠点を７か所設
けました。周防の阿弥陀寺、
播磨の浄土寺などがそれで
す。ただしこれらは、単な
る拠点ではありませんでし
た。浄土堂 ( 阿弥陀堂 ) の阿
弥陀如来に手を合わせ、『ひ
たすら念仏を唱えれば極楽
浄土に連れて行ってもらえ
る』と重源が仏の功徳を説
き、東大寺再建に向けて人々の結集を呼び掛ける場であり、
労働力を確保する場でもあったのです。湯釜・湯船を設けて、
庶民に風呂場も提供しました。つまり別所は精神的団結だ
けでなく、仕事への意欲を喚起する機能をも備えていたの
です。
重源は 1186 年４月 10 日に周防国府に到着し、18 日に
は佐波川に沿って杣山に入り杣始めの式を行ったとされて
います。その後、87 年に安養寺 ( 現法光寺 ) を創建、89
年には月輪寺薬師堂を創建しています。さらに同年、西方寺、
極楽寺、浄土寺、林光寺も建立したといわれます ( 法光寺
と月輪寺薬師堂のみ現存 )。
これらのお寺はどのような目的で創建されたのでしょう
か。私は、別所と同じ目的で創建されたのではないかと推
測しています。なぜならいずれも佐波川流域に位置し、杣
入り後、急ぎ建立されているからです。また安養寺 ( 現法
光寺 )、極楽寺、浄土寺には阿弥陀如来像が奉置されました。
今日、極楽寺のものは西村公会堂に、浄土寺のものは西宗
寺に移され、手厚く保存されています。
重源が造ったとされる石風呂は、別所の湯釜、湯船と同様、
杣仕事に疲れた人夫たちを慰労する場として、また精神的
団結と、仕事への意欲を喚起する場としての役割を果たし
ていたことでしょう。
徳地から始まる「材木の道」は、多くの別所を繋いでで
きた、延々 500ｋｍにも及ぶ奈良までの壮大な道のりでし
た。それは、「極楽浄土で生まれ変わる」ことを夢みて、多
くの労働者が命のタスキを繋いで実現した「道」であるこ
とを忘れてはなりません。

徳地と東大寺再建徳地と東大寺再建

（執筆：吉松　桂二）

伊賀地（伊賀地）
今年の初詣は山口市内に行きました。

市内も徳地も、歴史を感じる風景が多く、

寺社仏閣が今よりも生活の身近にあったこ

とを感じます。昔から変わらないものや、

風化せずに残っているものが多いので、都

会では感じることのできない歴史を、日常

生活でも垣間見ることができます。変わら

ずある景色を見ると、この風景はいつから

あるんだろうと思わず想像してしまいます。

いままでは変わっていくことが大切と思っ

ていましたが、変わらず残していくことも

大切だなと気づかされました。徳地の生活

の中で、自分も何かを残していきたいと思

います。 （河上特派員）
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～徳地から始まる「材木の道」～～徳地から始まる「材木の道」～
⑾　「材木の道」と

べっしょ

別所

周防阿弥陀寺：筆者撮影


